
 

 

 
 

 

 
輝
け
！
憲
法 
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を 

11
・
3
お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会 

憲
法
が
公
布
さ
れ
た
日
で
も

あ
る
11
月
3
日
の
文
化
の
日
に
、

大
阪
市
の
扇
町
公
園
で
大
阪
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
が
主

催
す
る
憲
法
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
集
会
に
は
5
千
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
5
つ
の
赤
い

風
船
の
元
メ
ン
バ
ー
長
野
た
か

し
さ
ん
と
森
川
あ
や
こ
さ
ん
に

よ
る
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
集

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
憲
法
学

者
の
清
末
愛
砂
さ
ん
か
ら
「
日

本
国
憲
法
の
平
和
的
生
存
権
の

実
践
」
と
し
て
特
別
ス
ピ
ー
チ

で
は
、
日
本
国
憲
法
の
先
進
性

に
つ
い
て
話
さ
れ
る
と
と
も
に
、

ガ
ザ
地
区
で
の
支
援
活
動
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
経
験
も
話
し

な
が
ら
、
現
状
に
涙
が
出
そ
う
に
な
る
が
本
当
に
泣
き
た
い
の
は
ガ

ザ
の
人
達
だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
基
地
反
対
運
動
の
ア
ピ
ー

ル
と
し
て
「
ミ
サ
イ
ル
基
地
い
ら
な
い
宮
古
島
住
民
連
絡
会
」
共
同

代
表
の
清
水
さ
ん
か
ら
活
動
と
島
で
の
自
衛
隊
活
動
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
基
地
が
建
設
さ
れ
る
と
戦
争
に
な
れ
ば
最
優
先
の
攻
撃
の
対
象

と
な
り
住
民
が
犠
牲
に
な
る
、
絶
対
に
吉
は
作
ら
せ
な
い
決
意
だ
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
立
憲
野
党
か
ら
も
連
帯
ス
ピ
ー
チ
で
は
立
憲
民
主

党
、
日
本
共
産
党
、
社
会
民
主
党
、
れ
い
わ
新
選
組
の
代
表
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会
の
終
わ
り
に
は
参
加
者

全
員
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
の
「
と
め
よ
う
大
軍
拡
」
「
い
か
そ

う
憲
法
」
の
ポ
テ
ッ
カ
ー
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
公

園
か
ら
中
崎
町
と
西
梅
田
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
パ
レ
ー
ド
で
憲
法

と
平
和
を
守
ろ
う
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 伝
言
板 

無
料
法
律
相
談
（
要
事
前
予
約
） 

11
月
16
日
（
木
）
13
時
00
分 

吹
田
民
商 

 

吹
田
民
商
60
周
年
記
念
式
典 

11
月
18
日
（
土
）
18
時
30
分 

さ
ん
く
す
ホ
ー
ル 

第
一
部
・
記
念
式
典 

第
二
部
・
懇
親
会 

参
加
費
：
無
料 

参
加
希
望
は
最
寄
り
の
役
員
・
事
務
局
ま
で 

 

国
民
健
康
保
険
料
相
談
会
（
要
事
前
連
絡
） 

11
月
27
日
（
月
）
14
時
00
分 

吹
田
市
役
所
ロ
ビ
ー
集
合
吹
田 

 

民
商
青
年
部
主
催 

初
め
て
のN

IS
A

・id
e
c
o

講
座 

12
月
8
日
（
金
）
19
時
00
分 

吹
田
勤
労
者
会
館 

興
味
の
あ
る
こ
と
は
積
極
的
に
学
ん
で
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
取
り

組
み
ま
す
。
青
年
部
の
方
で
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

倉
敷
民
商
3
人
の
無
罪
を
勝
ち
取
る 

大
阪
の
会
第
8
回
総
会 

11
月
7
日
に
大
商
連
会
館
で
倉
敷

民
商
3
人
の
無
罪
を
勝
ち
取
る
大
阪

の
会
第
8
回
総
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
元
大
商
連

会
長
で
大
阪
の
会
の
会
長
の
三
谷
さ

ん
は
開
会
の
挨
拶
で
、
納
税
者
の
権

利
に
基
づ
き
自
主
申
告
運
動
を
進
め

る
民
商
へ
の
弾
圧
は
天
に
唾
す
る
行

為
と
公
訴
を
取
り
下
げ
な
い
検
察
を

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
特
別
講
演

は
「
禰
屋
裁
判
の
現
状
と
今
後
の
展

望
」
と
し
て
弁
護
団
団
長
の
清
水
善

朗
弁
護
士
が
、
こ
の
事
件
は
そ
も
そ

も
脱
税
事
件
で
は
な
い
こ
と
、
広
島

高
裁
か
ら
差
し
戻
さ
れ
た
後
に
検
察

が
膨
大
な
資
料
を
用
い
て
の
立
証
を
諦
め
た
こ
と
、
そ
の
後
の
立
証

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
事
件
当
事
者
の
訴

え
と
し
て
来
阪
し
た
禰
屋
町
子
さ
ん
か
ら
は
い
つ
も
大
阪
か
ら
の
支

援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
、
是
非
傍
聴
に
来
て
ほ
し
い
と

訴
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
別
講
演
の
あ
と
に
は
来
賓
と
連
帯
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
紹
介
、
公
判
参
加
の
報
告
、
行
動
提
起
、
閉
会
挨
拶
、
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
6
・
7
・
8
年
度 

吹
田
市
物
品
等
各
種
契
約
入
札
参
加
資
格 
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ 

吹
田
市
物
品
等
各
種
契
約
入
札
参
加
申
請 

(
更
新) 

受
付 

が
11

月
2
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
期
日(

11
月
17
日) 

を
忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。 

必
要
な
書
類 

※ 

法
人
の
場
合 

履
歴
事
項
全
部
証
明
書
1
通 (

発
行
3
か
月
以
内
の
も
の) 

印
鑑
証
明
書
1
通 (

発
行
3
か
月
以
内
の
も
の) 

法
人
税
・
消
費
税
の
納
税
証
明
書(

そ
の
3
の
3) 

直
近
1
年
の
申
告
書
控
え(

財
務
諸
表) 

実
績
の
わ
か
る
売
上
帳
、
仕
入

帳 

※ 

個
人
の
場
合 

印
鑑
証
明
書
1
通 

所
得
税
・
消
費
税
の
納
税
証
明
書(

そ
の
3
の
2) 

令
和
4
年
度
の
申
告
書
控
え (

令
和
5
年
3
月
に
提
出
し
た
申
告
分) 

青
色
決
算
報
告
書
又
は
収
支
内
訳
書 

実
績
の
わ
か
る
売
上
帳
、 

仕
入
帳 

※ 

共
通
し
て
必
要
な
書
類 

許
可
、
登
録
等
の
必
要
な
業
種
は
許
可
書
の
写
し 

建
物
全
体
外
観
写
真
、
商
号
又
は
名
称
が
確
認
で
き
る
写
真
、 

事
務
所

内
部
全
体
の
写
真
、 

事
務
所
の
机
、 

電
話
等
の
写
真(

写
真
は
す
べ
て

カ
ラ
ー
で 

実
印 

契
約
が
実
印
と
異
な
る
場
合
は
、
契
約
印 

前
回
申
請
し
た
控
え 

申
請
書
類
は
吹
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
建
築
工
事
の
追
加
申
請
受
付
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

申
請
書

の
作
成
が
不
明
な
方
は
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 


